
学校名【札幌市立 手稲西中学校】 【課題１】

１　目標
（ねらい）

２　実施対象者
（学年・人数）

（１） 学校における活動

① 教科名 （   道徳科   ）
② 行事名 （         ） 
③ その他 （         ）

（２） 地域における活動

① イベント名 （         ）
② その他 （         ）

４　取組内容

５　主な成果

・オリンピック・パラリンピックへの興味・関心を喚起し、オリンピック競技への理解を深
めるとともに、体力向上の取組の意識につなげる。
・夢の実現に向かってたゆまぬ努力を重ね、その夢を実現した人との出会いを通じ、自分の
将来についての考えを深め、広い視野に立った新たな視点を持たせる。
１学年 ２クラス４９名，２学年 １クラス２３名，３学年 ２クラス４４名
合計１１６名

○取組の様子
・｢オリンピックへの道のり」について、オリン
ピアンのアイスホッケー藤田もえこさんの講話を
全校生徒を対象とした道徳の授業として実施した。
・アイスホッケーの防具を全校生徒が実際に手に
する貴重な体験をすることができた。
・講演終了後、学級に戻ってGoogleformsによる
振り返りを行い、講演の中で印象に残った言葉や
感想を集約、学校だよりや学年だより、学級だよ
り等で生徒へフィードバックした。
・生徒の感想は、講師にも送付し、講演の成果を
共有することができた。

・周りの誰からも応援される人になるためには、実力だけでなく、普段
の勉強や生活態度が大切であることを再認識することができた。
・夢や目標を持つことの大切さ、苦難を乗り越えるための心の持ち方な
どこれからの生き方を考える上で多くの励ましの言葉をいただき、前向
きに生きようとする意識が高まった。
・アイスホッケーの魅力を知り、オリンピックへの興味関心を高めた。

令和７年度　オリンピック・パラリンピック教育推進事業

実施報告書

③ 自分が住んでいる地域や札幌のよさを感じた。 90.10%

３　展開の方式

６　アンケート結果

アンケート項目 学習の実施後（％）

① オリンピックやパラリンピックについて興味が高まった。 93.40%
② 様々な人を理解し、共に生きる大切さを感じた。 96.70%

（指導計画・指導案などがあれば添付して提出をお願いいします。自校の形式のもので構いません。）


